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・
老
後
の
た
め
の
資
産
（
預
貯
金
、
公

社
債
、
投
資
信
託
、
年
金
保
険
）
は
ど

の
程
度
あ
る
か

・
老
後
生
活
費
の
積
立
て
に
い
く
ら
回

せ
る
か　

な
ど

老
後
生
活
費
を
ベ
ー
ス
に 

準
備
プ
ラ
ン
を
検
討

　

50
歳
代
前
半
で
あ
れ
ば
、
定
年
退
職

ま
で
に
10
年
程
度
の
期
間
が
あ
る
た
め

「
漠
然
と
し
た
不
安
を
解
消
し
た
い
」

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
切
羽
詰
ま
っ

て
老
後
生
活
費
の
相
談
に
来
る
お
客
様

は
少
な
い
だ
ろ
う
。
教
育
費
な
ど
減
少

す
る
支
出
を
加
味
し
、
老
後
生
活
費
の

準
備
を
本
格
化
さ
せ
る
必
要
性
を
共
有

し
よ
う
。

　

お
客
様
が
ね
ん
き
ん
定
期
便
を
持
参

し
て
く
れ
た
場
合
に
は
、
想
定
さ
れ
る

老
後
生
活
費
と
実
際
に
準
備
す
べ
き
金

額
が
確
認
で
き
る
。

　

ゆ
と
り
あ
る
老
後
生
活
費
は
35
・
４

万
円
（
平
成
25
年
度
「
生
活
保
障
に
関

す
る
調
査
」
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ

ー
）
と
い
う
数
字
が
独
り
歩
き
し
て
い

る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
、
ま
た
各
家
庭

に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
生
活
費
は
大
き

く
異
な
る
。
お
客
様
が
想
定
す
る
老
後

生
活
費
を
ベ
ー
ス
に
、「
公
的
年
金
の

支
給
額
を
差
し
引
い
た
不
足
額
を
準
備

す
れ
ば
よ
い
」
こ
と
を
伝
え
よ
う
。
退

職
金
、
預
貯
金
等
の
資
産
を
考
慮
す
る

と
、
現
実
的
な
準
備
プ
ラ
ン
が
浮
か
び

上
が
る
は
ず
だ
。

　

退
職
金
は
老
後
生
活
費
の
太
宗
を
占

め
る
が
、
退
職
金
で
住
宅
ロ
ー
ン
の
一

括
返
済
を
予
定
し
て
い
る
お
客
様
の
場

合
は
、
そ
の
金
額
を
差
し
引
く
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

個
人
年
金
保
険
料
控
除
が 

使
え
る
か
否
か
も
確
認
す
る

　

定
年
退
職
を
60
歳
と
し
た
場
合
、
①

公
的
年
金
が
支
給
さ
れ
る
65
歳
ま
で
の

再
就
職
を
前
提
と
し
た
期
間
、
あ
る
い

は
完
全
リ
タ
イ
ア
し
て
公
的
年
金
の
支

給
が
な
い
期
間
、
②
65
歳
以
降
の
夫
婦

の
生
活
期
間
、
③
妻
が
一
人
で
残
さ
れ

た
場
合
の
生
活
期
間
、
の
３
段
階
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
（
図
表
）。

　

提
案
す
る
商
品
は
、
基
本
的
に
は
平

準
払
い
の
定
額
個
人
年
金
と
な
る
。

「
保
険
料
払
込
み
期
間
中
の
死
亡
保
障

も
確
保
し
た
い
」「
年
金
受
取
開
始
時

期
に
は
自
在
性
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
い
う
お
客
様
に
は
、
低
解
約
返

戻
金
型
終
身
保
険
の
年
金
受
取
り
プ
ラ

ン
も
提
案
候
補
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

定
額
個
人
年
金
の
提
案
で
は
、
個
人

年
金
保
険
料
控
除
が
適
用
で
き
る
か
否

か
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
個
人
年
金

保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、

「
保
険
料
払
込
み
期
間
が
10
年
以
上

で
、
60
歳
以
上
か
ら
10
年
以
上
の
年
金

受
取
り
」
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
①
の
つ
な
ぎ
年
金
で

は
活
用
で
き
な
い
。
③
の
残
さ
れ
た
妻

の
生
活
費
準
備
で
も
、
専
業
主
婦
が
契

約
者
と
な
る
場
合
に
は
活
用
で
き
な
い

な
ど
、
税
務
面
に
は
注
意
が
必
要
だ
。

基
本
的
に
は
、
夫
と
妻
そ
れ
ぞ
れ
が
契

約
者
＝
被
保
険
者
＝
年
金
受
取
人
と
な

る
よ
う
に
提
案
す
る
。

　

定
額
個
人
年
金
の
特
徴
と
し
て
、
年

金
受
取
開
始
時
期
の
繰
下
げ
や
、
年
金

種
類
の
変
更
が
可
能
な
こ
と
な
ど
、
自

在
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

具
体
的
な
老
後
生
活
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
難
し
い
場
合
で
も
、「
60
歳

保
険
料
払
込
み
満
了
プ
ラ
ン
で
、
老
後

生
活
資
金
原
資
を
と
り
あ
え
ず
貯
め
ま

し
ょ
う
」
と
い
っ
た
提
案
で
も
十
分
に

説
得
力
が
あ
る
。
中
長
期
の
貯
蓄
、
個

人
年
金
保
険
料
控
除
を
活
用
し
た
節
税

と
実
質
利
回
り
ア
ッ
プ
、
と
い
っ
た
別

の
側
面
か
ら
の
提
案
も
効
果
的
だ
。

会
人
と
し
て
の
責
務
が
重
大
と

な
る
一
方
で
、
そ
ろ
そ
ろ
子
ど

改正保険業法に対応！
顧客ニーズを踏まえた保険提案はこう行う

ワイド
特集

も
の
教
育
費
負
担
に
も
目
途
が
つ
き
、

老
後
生
活
が
新
た
な
心
配
事
と
な
る
の

が
50
歳
代
だ
。
50
歳
以
上
に
な
る
と

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
老
齢
年
金
の

見
込
額
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

公
的
年
金
の
支
給
金
額
が
お
お
よ
そ
分

か
る
こ
と
で
、
よ
り
不
安
が
増
大
す
る

と
も
い
え
る
。

　

老
後
資
金
に
関
す
る
提
案
の
ス
タ
ー

ト
は
、
お
客
様
に
今
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
だ
。
次
の

よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
、
可
能
な
範
囲

で
確
認
し
よ
う
。

・
教
育
費
負
担
は
い
つ
ま
で
か

・
定
年
退
職
は
何
歳
か

・
定
年
後
に
再
就
職
の
予
定
は
あ
る
か

・
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
は
い
つ
ま
で
か

・
退
職
金
の
想
定
額
は
い
く
ら
か

社

●ヒアリング・提案の流れ

年
金
だ
け
で
は
老
後
生
活
費
が
不
安
だ
と
考
え
る
50
歳
代
の
お
客
様

老
後
期
間
を
３
段
階
に
分
け
て

公
的
年
金
の
不
足
額
を
準
備

TYPE 1

詳細ニーズの確認と
個別プランの提案方法

西野 隼
　書面等で確認したお客様の当初意向をタイプ
別に分け、個別プランの考え方を解説する。

個別プランの提案方法

お客様
タイプ別

夫：契約者・被保険者・受取人

妻：契約者・被保険者・受取人

ライフプラン・資産状況のヒアリング

必要資金と期間の確認

③妻一人の期間

＋＋

① 60～65歳

② 65歳～

つなぎ年金（60～65歳）

終身年金　等

終身年金　等

最
終
プ
ラ
ン

個
人
年
金

保
険
料
控
除




